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平
成

２２
年
度
か
ら
、「
児
童
手

当
」
制
度
に
代
わ
り
、
新
た
に
「
子

ど
も
手
当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。

◆
子
ど
も
手
当
の
目
的

　
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
援
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

　
子
ど
も
手
当
を
支
給
さ
れ
た
方

は
、
手
当
を
こ
の
目
的
の
た
め
に

使
途
す
る
こ
と
を
法
律
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
子
ど
も
手
当
の
使
途
例
…
子
ど

も
の
保
育
料
、
給
食
費
な
ど

◆
支
給
対
象
者

　
中
学
校
修
了
前（
中
学
３
年
生
）

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

◆
支
給
額
（
平
成
２２
年
度
）

　
子
ど
も
１
人
に
つ
き

　
月
額
１
万
３
千
円

◆
支
給
時
期

　
子
ど
も
手
当
は
原
則
と
し
て
年

３
回
で
、
前
月
分
ま
で
の
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

・
６
月
（
２
月
〜
５
月
分
）

・
１０
月
（
６
月
〜
９
月
分
）

・
２
月
（

１０
月
〜
１
月
分
）

※
た
だ
し
、
平
成

２２
年
６
月
に
限

り
、
平
成

２１
年
度
分
の
児
童
手

当
（
平
成

２２
年
２
月
分
と
３
月

分
）
と
平
成

２２
年
度
子
ど
も
手

当
（
平
成

２２
年
４
月
分
と
５
月

分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

制
度
変
更
の
た
め
、
認
定
請
求
手

続
き
の
必
要
な
方

　
次
の
方
は
、
認
定
請
求
が
必
要

で
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
公
務
員
の
方
は

勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。）

①
平
成

２２
年
度
に
お
い
て
中
学
２
・

３
年
生
（
平
成
７
年
４
月
２
日

〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
が
い
る
方

②
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、
平
成

２１
年
度
に
お
い
て
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
方

◆
受
付
期
間

　
平
成

２２
年
９
月

３０
日
ま
で

　（
こ
の
期
間
ま
で
に
受
付
を
す

れ
ば
、
特
例
と
し
て
平
成

２２
年
４

月
分
ま
で
遡
及
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。）

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は

「
現
況
届
」
を
６
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

　
平
成

２１
年
度
に
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
た
①
以
外
の
方
は
、
子

ど
も
手
当
に
自
動
的
に
切
り
替
わ

り
ま
す
の
で
今
回
の
認
定
請
求
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
手

当
の
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　（
①
、
②
の
方
は
、
平
成

２２
年

度
の
み
「
現
況
届
」
の
提
出
は
不

要
で
す
。）

　
こ
の
「
現
況
届
」
は
、
毎
年
６

月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

毎
年
６
月
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
の
必
要
な
方
に
は
、
今
年

の
「
現
況
届
」
申
請
書
を
、
５
月

末
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
中
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

寄
附
に
つ
い
て

　
子
ど
も
手
当
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
、
黒
潮
町
の
子
育
て
支
援
の

事
業
に
活
か
す
た
め
に
寄
附
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寄
附
を
ご
希
望
の
方
は
、
手
当

支
給
月
の
前
月
の

２０
日
ま
で
に
役

場
窓
口
に
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
生
や
転
入
な
ど
の
場
合
は
手
続

き
が
必
要
で
す

　
出
生
や
黒
潮
町
へ
の
転
入
に
よ

り
、
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た

場
合
や
、
子
ど
も
手
当
の
対
象
人

数
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
役
場
窓

口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
受
給
者
が
公
務
員
に
な

っ
た
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
注
意

　
子
ど
も
手
当
は
、
申
請
の
あ
っ

た
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま

す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
遅
れ

た
月
分
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

「
年
金
振
込
通
知
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

年
金
は
、
年
６
回
偶
数
月
（
２
月
・

４
月
・
６
月
・
８
月
・

１０
月
・

１２

月
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
２
カ
月

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
６
月
に
、
そ
の
年
度
に
支

給
さ
れ
る
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す

る
「
年
金
振
込
通
知
書
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
知
書
に
は
、
向
こ
う
１

年
間
の
年
金
支
給
額
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

　（
郵
便
局
の
窓
口
で
年
金
送
金

通
知
書
に
よ
り
現
金
で
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
は
、
年
６
回
支

給
月
ご
と
に
「
年
金
送
金
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。）

国
民
年
金
は
３
つ
の
年
金
で
あ
な

た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
平
成

２２
年
度
年
金
額

◆
老
齢
基
礎
年
金
…

 
７
９
２,
１
０
０
円（
満
額
）

　
２０
歳
か
ら

６０
歳
ま
で
の

４０
年
間
、

全
期
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、

６５
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
や
免
除
さ

４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

〜
申
請
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
〜

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ
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れ
た
期
間
な
ど
が
、
原
則

２５
年
（
３

０
０
月
）
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金
…

９
９
０,
１
０
０
円（
１
級
）

７
９
２,
１
０
０
円（
２
級
）

　
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
に
よ
り
、
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
場
合
は
障
害
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
遺
族
基
礎
年
金
…

１,
０
２
０,
０
０
０
円

※
子
ど
も
が
１
人
い
る
妻
の
場
合

の
金
額
で
す
。

基
本
額
（
７
９
２,
１
０
０
円
）

＋
子
１
人
の
加
算
額
（
２
２
７,

９
０
０
円
）

　
国
民
年
金
加
入
中
の
方
が
亡
く

な
っ
た
時
に
、
そ
の
方
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」

ま
た
は
「
子
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
「
子
」
と
は
、
年
度
の
末
日
ま

で
に

１８
歳
に
到
達
す
る
方
を
い

い
ま
す
。（
障
が
い
が
あ
る
場

合
は

２０
歳
ま
で
と
な
り
ま
す
。）

　
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
初
診
日

や
死
亡
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
公
的
年
金
の
加
入

期
間
の
２
／
３
以
上
の
期
間
に
つ

い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は

直
近
１
年
間
に
未
納
が
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
「
免
除
納
付

猶
予
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
１
５,

１
０
０
円
（
平
成

２２
年
度
）
で
す

が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
〔
一
部

免
除
〕）
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
、
次
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付

〔
一
部
免
除
〕）

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申

請
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
一
部
納
付
が
未
納

の
場
合
、
一
部
免
除
が
無
効
（
未

納
と
同
じ
）
と
な
る
た
め
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
万
が
一
の
時

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
保
険
料
の
追
納

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
は

１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
３０
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額（
注
）

以
下
の
場
合
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

（
注
）平
成

２２
年
度
の
所
得
基
準
（
申

請
者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所

得
）

（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）×

３５
万

円
＋

２２
万
円

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
（
注
１
）
で
本
人
の
前
年

所
得
が
一
定
額
（
注
２
）
以
下
の

場
合
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　（
注
１
）／
大
学
（
大
学
院
）、短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
終
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課

程
に
在
学
し
て
い
る
方
〔
私
立
の

各
種
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県

知
事
の
認
可
を
受
け
た
学
校
に
限

る
〕）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

　（
注
２
）／
平
成

２２
年
度
の
所
得

基
準
（
申
請
者
本
人
の
前
年
所
得
）

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×

３８
万
円

◆
申
請
手
続
き

　
申
請
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
①
・

②
当
年
７
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で

③
当
年
４
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で

の
間
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

へ
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
黒
潮
町
役
場
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
年
金

手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
署
名
の

場
合
は
不
要
）
な
ど
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構

　
幡
多
年
金
事
務
所
　

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

月々の保険料 老齢基礎年金額所 得 基 準 の 目 安

全額免除 全額が免除 1／2が反映（扶養親族の数＋1）×35万円＋22万円

1／4納付
（3／4免除）

3,780円 5／8が反映78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など

半額納付
（半額免除）

7,550円 6／8が反映118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など

3／4納付
（1／4免除）

11,300円 7／8が反映158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など


